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駒カフェ ⽂化祭報告書 (第 26 回駒カフェ) 
 
第 26 回「三世代を繋ぐ駒カフェ」が 2023 年 9 ⽉ 16 ⽇（⼟）・17 ⽇（⽇）に学校側の理解
を得て、有志団体・展⽰部⾨として⽂化祭に参加させていただいた。 
第１会議室にて⾏政委員会と部屋を共同利⽤させていただき、在校⽣や在校⽣の保護者、受
験を志す⼩学⽣とその保護者、久々に学校を訪れた OB 諸兄など多くの皆さまと語らいの場
を持つことができた。 
⾏政委員会がとなりで学校説明をしていた流れで、我々の展⽰コーナーにも受験⽣とその保
護者を中⼼にたくさん⾜を運んでいただき、駒カフェの活動や駒場東邦について PR するこ
とができたように思う。会議室での真剣な語らいから通りすがりの⽴ち話も含めて 300 名
程度の来場があった。アンケート収集は難航したが、語らいに熱⼼に⽿を傾ける姿やその表
情に、来場者の皆さまの満⾜度をうかがい知ることができた。 
これまでは在校⽣やその保護者を対象にすることが活動の中⼼であったが、今回の⽂化祭を
通じて新たな駒カフェの在り⽅に気づくことができた。また活動への理解や、今後の活動へ
のご助⼒を OB 諸兄にお申し出いただく場⾯もあり、スタッフとしても充実した２⽇間とな
った。 

                               

   
「３世代を繋ぐ！」特徴と課題、「形」作りに３年  

       
  世代の壁を超えた会話を楽しむ              ⾶⾏機の不思議 疑問が会話を繋ぐ 

ようこそ「駒カフェ」 

世代を繋ぐカフェ 
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疑問と夢、会話は世代も繋ぐ           不思議、どうして？興味は世代を超える 
 

    

  
 

 
⼤先輩との会話に繋がる奇跡 
 

校⻑先⽣「駒カフェ」を宜しくお願いします         
 
スタッフの感想 
 
1. 2021 年 5 ⽉ 29 ⽇の第 1 回駒カフェから 26 回⽬にあたるのが今回の⽂化祭参加となり

ました。未だ未完成の駒カフェですが、⽴上げの基礎は築く事が出来たと思いますし、
その集⼤成でもありました。 
在校⽣と保護者、⼦育てを終えた⼈⽣経験者である OB の３世代を繋ぐ交流の場、「駒
カフェ」の基礎⼯事は完了しました。今後は、この基盤を持続可能なものにして発展さ
せ、⺟校駒場東邦の発展に貢献していけるように頑張っていきたいと思っています。 
「駒カフェ」は、⼿段としての「場」であり、⽬標は、⽣徒の皆さんに「⾃分で考える
場と考える機会」を提供し、「⼈⽣に⽬標を持つきっかけ」作りをする事です。先の道
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は⻑いですが、焦らず、弛まず進んでいきたいと思っています。 
初めての⽂化祭でしたが、⾮常に多くの⽅々にご来場戴き、⼤盛況だったと思います。
隣で⾏政委員会の⽅々が駒カフェの「場」へとご来場者を進めて戴いた事もとても有効
でした。感謝をしたいと思います。来年もご⼀緒出来たらと願っています。 
何故、感謝したいと思うかというと⼀番の理由は、沢⼭の受験⽣親⼦の⽅々がご来場戴
いたからなのです。今まで知ってはいても、⾒てはいなかった空間が⾒えたからです。
年に⼀回の貴重な機会を戴いたのです。私たちの⽬線も広くなり、⾒過ごしていた部分
が垣間⾒られたのです。⽂化祭に参加させて戴いて得たものを⼤切にし、駒カフェの理
念実現に向けてまた⼀歩前進できると感じました。 
有難うございました。 

  
 
2. ９⽉１６・１７⽇の⽂化祭に展⽰ 説明部⾨として参加できました。 
悲願であった「駒カフェ」の⽂化祭参加 ⾮⼒ながら我らスタッフは各々⼒いっぱい２
⽇間をこなしました。私はこの⽂化祭参加を《駒カフェの宣伝》ととらえていました。
来訪者に駒カフェの意味を知ってもらい、駒カフェのような会があっていいと主張した
かったので、良いイメージを持ってもらうことを⼼がけました。 
展⽰室のお隣が ⽣徒会主催の学校案内ということもあり、その流れで⼩４〜⼩６の将
来の駒東⽣とそのお⺟さんとお⽗さんが⼊場してくれました。⼩学⽣の多くは好奇⼼
満々で「⽉⾷」や「あたま⼭」の写真に⾷いついてくれました。スタッフの紙⾶⾏機も
受けていました。《「パンツ破れた」「またかい」》こんな張り紙を⼤喜びしてくれた⼩学
⽣がいました。どうでもいいことほど⼈間にとって⼤事なのだと思う私にとって“良き
かな”と思いました。 
お⺟さんお⽗さんたちは、駒カフェの趣旨に対し「いいことですね、こういう会はあり
ですね」と反応してくれる⽅もいました。嬉しいことで感謝しています。⾼２や中２の
とびっきり陽気な４〜５⼈の保護者の⽅々ともお話ができました。もと駒東教員だった
私個⼈としては、多くの卒業⽣や元同僚、保健室・印刷室の皆さんと懐かしくお会いで
きたのもありがたいことでした。 
作ったパンフレットは２⽇間で 350 部ほど配布できました。かなり疲れましたが⾃⼰
満⾜ながら“やってよかった”と痛感しています。 

 
3. 近年の⽂化祭には、どういう⼈たちが⾒に訪れるのか、個⼈的にあまりよく分からない

ままの参加でしたが、初⽇の朝、池尻⼤橋から駒東にいたる親⼦連れの⻑い列をみて納
得するとともにかなり驚きました。 
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駒東を受験するに当たっての注意点を聞きたいという熱⼼な保護者もこられましたが、
元駒東教師のスタッフや保護者スタッフが、実体験に基づいた説明をすることにより、
たいへん参考になったご様⼦で、駒カフェの意外な存在意義を知りました。⾝近な参考
になったのではないかと思います。 
駒カフェブースに展⽰した写真やポスターなどについてのスタッフの説明に、熱⼼に聞
き⼊る⼩学⽣やその親の態度には、これから芽をだしぐいぐい成⻑していく若いエネル
ギーを感じ、こちらも⼤いに刺激になりました。 
 
個⼈的には、話してみたいテーマについて各 A4両⾯ 1 枚の資料を下記のように⽤意
したのですが、⼩学⽣には硬すぎたかと反省しています。 
 
・『わたしの俳句理解』   
・『わたしのコンピュータの設計⾃動化技術(EDA) 理解』 
・『クラシック⾳楽のたのしみ⽅⼀例』 
・『わたしたちが⽣きている意味についての⼀考察 
      〜なぜ⾃分の頭で考えなくてはならないのか』 

 
 
4. ⽂化祭は、盛況でした。「駒カフェ」の会場は第 1 会議室の半分で、学校紹介との同居

であった。そのため、中学受験を前に、学校を⾒に来られた⼩学⽣と保護者が、多く⽴
ち寄られました。 
スタッフ（航空機のパイロット）による、紙⾶⾏機の⽻を軽く⼿でなでる（わずかなた
わみを加える）おまじないで、⾶び⽅が⼤きく変わる実演、体験は興味深いものでした。
⽻をほんの少し変えることで、⾶び⽅が変わることに、⽬を丸くする⼩学⽣。紙⾶⾏機
も望み通りに⾶ばすのを⾒て、驚く保護者。その表情は、印象的でした。 
⽇⾷と⽉⾷、クモの巣などの写真を紹介して、疑問を投げかけました。その時の純粋な
⽬の輝きは、忘れられないものになりました。 
駒東のイメージアップのお⼿伝いになったことを祈る気持ちの⽂化祭でした。 
ただ中⾼⽣の来訪が無かった（少なかった？）のは残念でした。 
60 年前（⾼ 3 だった？）⽂化祭では、「汝⾃⾝を知れ」を主題にしたことを思い出しま
した。百科事典の絵をもとにソクラテスを、美術の先⽣（塙先⽣）に描いていただいた
こと、ハチ公前の街頭インタビュー、同窓の友⼈を懐かしく思い出しました。 
今回の⽂化祭では、3 世代に⼤先輩や駒東⽣予備軍も加えた継承について構想すること
が出来ました。⼤きな収穫であった。 
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5. わたしは、７回⽣の書斎の雰囲気を⽂化祭に再現してみました。 
７回⽣が好き勝⼿に⾃分を表現したのです。 
わたしの書斎の雰囲気をテーブル⼀つお借りして、⼩道具を並べてみました。⼩物の 1
番重たかったのは星を⾒る、反射望遠鏡。渋⾕から駒東まで、タクシーで運びました。
私は、ヨットに乗るのですが、アメリカ軍が上陸した、あのフランスの港町で買った帆
⾛漁船の絵ハガキを⾃分で綺麗に並べた額。⼤切な湯呑みが壊れて継接ぎに再現したペ
ン⽴てを中⾝ごと。こんな物を運べるだけ運んで並べて 76 歳の書斎を再現したつもり
です。 
わたしの書斎の再現だと気づいた⼈は、皆無ですが、⼦供達は、望遠鏡に取付き、向こ
うの壁に貼ってある絵に焦点を合わせて、覗いていました。わたし達７回⽣は還暦を超
え、再び⾼ 2 のつもりで、67 回⽣と同列の"ジジイ"を⾃認し、わたし達の視点を若者達
にお⽰ししたいのです。 
還暦は、⼈⽣の再スタートですよね！ 
鬱陶しいとはお思いでしょうが、時には様々な世代の⼈と交流してみると、"おや！"と
感じることが必ずあると思います。 

 
 
6. 久しぶりに駒東の⽂化祭にお邪魔し、在学していた時のようにブースを出しての参加と

なりました。駒カフェとしても初めての⽂化祭参加でした。制限のない⽂化祭は久しぶ
りだったとのことで、在校⽣、来場者ともに待ち望んでいたのだと思います。私個⼈と
しても、部活の同期と再会することができ、⽂化祭という場が卒業⽣の出会いの場とし
ても機能しているのだと感じました。 
駒カフェには多くの⽅が来場して下さいました。その多くはこれから受験を⽬指す⼩学
⽣とその保護者の⽅でした。どの⽅も駒カフェの取り組みを聞いてくださり、⼦どもた
ちは⼀緒に紙⾶⾏機を作ったり、望遠鏡をのぞいたりしながら、駒カフェでどんなこと
をしているのかに触れてくれたように思います。 
⼦どもたちもそうですが、保護者の⽅は駒場東邦という学校がどんな場所なのか興味を
持たれている⽅が多かったように思います。⾃分の⼦どもが 6 年間通う（ことになるか
もしれない）場所が少しでも安⼼できる場所であると感じてもらえたのであれば幸いで
す。 
駒カフェに来てくれた⼦どもたちが、もし⼊学して、「ちょっと困ったな」「誰かに話
をしたい」「いろんな話を聞いてみたい」と思った時に駒カフェのことを思い出してく
れたら嬉しいなと思いました。 
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7. 駒カフェとして初めて⽂化祭に参加させていただいた。⾏政委員会の学校説明の傍で、
我々の活動の趣旨説明や展⽰をさせてもらったお陰もあり、受験を希望する⼩学⽣とそ
の保護者を中⼼に⼤いに関⼼を持っていただいたと感じられた。 
⾃然や⽂化、科学を題材にした話に対して⻑時間話に聞き⼊る⼩学⽣や、ふとした気づ
きに⽬を輝かす瞬間を⾒せた⼩学⽣、スタッフとしても嬉しい瞬間でした。OB 諸兄や
在校⽣保護者、他校の⾼校⽣の来場もあり、普段は在校⽣を対象に活動していますが、
良い PR になったのではとも思われます。 
また学⽣時代の教材や話の題材となる資料を提供することが、話のキッカケとして⼤い
に役⽴つことも⾝をもって感じられた。 
今までの活動が⼀定の形として表現できたとともに、今後の活動を⾏う上での気づきが
多い 2 ⽇間となりました。 

 
 

  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

l 駒カフェの開催報告をご覧になって興味を持ち、参加してみようかと思われた⽅は、
下記に記載の運営事務局までご連絡をお願いします。次回以降の駒カフェ開催案内メ
ールを送らせていただきます 
 

l 本校のホームページで、「駒カフェ」のバナー  をクリックすると、

駒カフェの情報を⾒ることができます。 
 

    

 
「三世代をつなぐ駒カフェ」運営事務局 
代表 眞⽊ 正喜 (駒場東邦 7 回⽣) 
連絡先 komacafe.3gens☆gmail.com  
(☆マークを＠に変更してお送りください) 
※連絡先は 2023 年 10 ⽉より上記に変更しました

駒カフェで お会いしましょう！  


